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(57)【要約】
【課題】隣接したタイル間の境界が見えないように駆動
されるタイル状パッシブ・マトリクス・ディスプレイ。
【解決手段】２つ以上のＥＬタイルであって、各ＥＬタ
イルは発光素子の行及び列からなるアレイを含み、各発
光素子は、行電極と列電極の直交アレイの間に挟まれた
発光層から形成されており、該２つ以上のＥＬタイルの
各々が、少なくとも１つの行ドライブ回路をさらに含む
、ＥＬタイルと、前記少なくとも１つの行ドライブ回路
の各々とともに、前記発光素子の各々から光の放射を制
御するために、前記行電極と列電極の間の電子の流れを
制御するように動作する少なくとも１つの列ドライブ回
路と、入力画像信号を受信し、前記２つ以上のＥＬタイ
ル中の発光素子の所定の数の行を同時に照射するために
前記行電極と列電極を通して電子の流れを制御するよう
に、前記２つ以上のＥＬタイルの中の前記２つ以上のド
ライバに、行ドライブ信号を同時に提供する、行ドライ
ブ回路と列ドライブ回路に結合された１以上のコントロ
ーラであって、前記２つのタイルの間の境界が照射され
ることになっている場合に、１つのタイル中の発光素子
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）２つ以上のＥＬタイルであって、各ＥＬタイルは発光素子の行及び列からなるアレ
イを含み、各発光素子は、行電極と列電極の直交アレイの間に挟まれた発光層から形成さ
れており、該２つ以上のＥＬタイルの各々が、少なくとも１つの行ドライブ回路をさらに
含む、ＥＬタイルと、
ｂ）前記少なくとも１つの行ドライブ回路の各々とともに、前記発光素子の各々から光の
放射を制御するために、前記行電極と列電極の間の電子の流れを制御するように動作する
少なくとも１つの列ドライブ回路と、
ｃ）入力画像信号を受信し、前記２つ以上のＥＬタイル中の発光素子の所定の数の行を同
時に照射するために前記行電極と列電極を通して電子の流れを制御するように、前記２つ
以上のＥＬタイルの中の前記２つ以上のドライバに、行ドライブ信号を同時に提供する、
行ドライブ回路と列ドライブ回路に結合された１以上のコントローラであって、前記２つ
のタイルの間の境界が照射されることになっている場合に、１つのタイル中の発光素子の
同時に照射される行の数が、所定数より少ないことを第１の例外とする、コントローラと
、を備えるタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　少なくとも２つのＥＬタイルであって、該少なくとも２つのＥＬタイル間に境界を有し
、２つのタイルが、該境界に対して対向するエッジを有するようになっている、少なくと
も２つのＥＬタイルが存在し、各タイルの対向するエッジを同時に照射する場合には、行
ドライブ信号の数が、１つのタイル内において、所定数より少ないことを第２の例外とす
る、請求項１に記載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項３】
　各コントローラが、前記行ドライブ回路と列ドライブ回路に適用する前に、前記入力画
像信号を処理する、請求項１に記載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項４】
　各コントローラは、前記画像信号をシャープ化又は分解する、請求項３に記載のタイル
状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　複数の行電極と列電極の交差に対応する同時に活性化された発光素子のグループ内の発
光素子の輝度レベルが、該グループ内の他の発光素子より明るい光を生じる、請求項１に
記載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　各フィールドにおいて光を放射する各々のタイル内に、少なくとも１つの発光素子が存
在する、請求項１に記載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項７】
　前記ＥＬディスプレイは、単一のコントローラを含む、請求項１に記載のタイル状パッ
シブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項８】
　前記コントローラが、入力画像信号を受信し、行および列ドライブ信号を決定する前に
、隣接したタイルの間で輝度または色変化に対して訂正を適用する、請求項１に記載のタ
イル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項９】
　前記ディスプレイ上に同時に照射される発光素子の列の数の合計が、前記境界が照射さ
れる場合、行ドライブ信号の予め定められた数に等しい、請求項１に記載のタイル状パッ
シブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１０】
　前記２つ以上のタイルの少なくとも部分が、単一の基盤上に形成される、請求項１に記
載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１１】
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　前記２つ以上のタイルが、前記基盤の１辺に列コネクタを提供する、請求項１０に記載
のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１２】
　前記ディスプレイは、列ドライブ回路に接続を提供するために、ＥＬタイルを通って伸
びる少なくとも１つの金属タイル・コネクタを含む、請求項１０に記載のタイル状パッシ
ブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１３】
　前記ディスプレイは、少なくとも３つのタイルから成る、請求項１０に記載のタイル状
パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１４】
　タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、２つ以上のＥＬタイルを単一の列
ドライブ回路に接続するために、金属タイル・コネクタを含む請求項１０に記載のタイル
状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１５】
　前記２つ以上のタイルは、同時に被覆さている、請求項１０に記載のタイル状パッシブ
・マトリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１６】
　異なるＥＬタイルを接続するための金属タイル・コネクタの幅が、前記列ドライブ回路
からのＥＬタイルの長さの関数として異なる、請求項１０に記載のタイル状パッシブ・マ
トリクスＥＬディスプレイ。
【請求項１７】
　前記タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、３つ以上のタイルから成る、
請求項１０に記載のタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッシブ・マトリクス電界発光ディスプレイに関するものである。特に、本
発明は、隣接したタイル間の境界が見えないように駆動されるタイル状パッシブ・マトリ
クス・ディスプレイに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　多くのディスプレイ装置が、今日、市場に存在する。利用できるディスプレイの中には
、ＯＬＥＤディスプレイ等薄膜被覆電界発光（ＥＬ）ディスプレイがある。これらのディ
スプレイは、アクティブ回路のアレイを採用するアクティブ・マトリックス・バックプレ
ーンを使用して駆動することができる。これらのアクティブ回路は、ディスプレイ中の各
発光素子への電流を制御する。しかしながら、これらのディスプレイは、各発光素子にお
いてアクティブ回路を形成する複雑さのために、比較的高価である傾向があり、これらの
アクティブ・ドライブ回路内にしばしば使用される薄膜トランジスタは、欠陥を持ちやす
く、時間とともに均一性の欠如あるいは域値のシフトに至り、それはディスプレイの品質
の低下につながる。
【０００３】
　パッシブ・マトリクス・薄膜被覆電界発光ディスプレイもまた知られている。残念なこ
とに、これらのディスプレイは、典型的にはパルス幅変調を使用して、典型的にはディス
プレイの１本の線だけを同時に駆動できるのみである。さらに、これらの装置では典型的
には、各照明サイクルの前に各発光素子のキャパシタンスを放電および充電することが必
要である。これらの理由のために、パッシブ・マトリクス薄膜被覆電界発光ディスプレイ
は、典型的には過剰な電力量を消費し、しばしば、ディスプレイが、ある大きさ、今日で
は、対角線で２インチ未満を上回るときはいつでも、低コストのシリコン製造工程を使っ
て製造される行ドライブ回路と列ドライブ回路によって供給可能であるよりも大きな駆動
電圧を要求する。
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【０００４】
　近年では、ＥＬディスプレイに適用することができる複数行パッシブ・マトリクス駆動
方法もまた、文献において議論されている。これらのアプローチには、山崎ほかによって
「画像表示装置」と題された米国特許出願第１０／６８０２２１号に記述された方法、ま
た、スミスほかによってＰＣＴ出願、「複数行アドレス方法および装置」と題されたＷＯ
２００６／０３５２４６、「複数行アドレス方法と装置」と題されたＷＯ２００６／０３
５２４８、及び、「デジタル・シグナル処理方法と装置」と題されたＷＯ２００６／０６
７５２０に記述された別の方法がある。これらの方法の各々は、ＥＬディスプレイ中の各
発光素子を通る電流を顕著に減らすのに、また、個々の行ラインでのピーク電流を可能性
として減らすのに、使用することができる。これは、従って、これらのディスプレイ中の
行電極と列電極の抵抗による電力ロスを減らし、特定の駆動状況の下で、ディスプレイの
キャパシタンスを充電及び放電させる消費電力も減少させることができ、これにより、妥
当な消費電力の、より大きなパッシブ・マトリクスＥＬディスプレイをつくることを可能
にする。残念なことに、これらの方法は、しばしば、あるエラーをデータ信号に引き起こ
し、特定の状況の下で画像アーチファクトをもたらす。さらに、それらは、パッシブ・マ
トリクスＥＬディスプレイのサイズを、望ましくは、１０倍以上にしたいのであるが、数
倍にできるのみである。
【０００５】
　より大きなパッシブ・マトリクス・ディスプレイを形成する別の方法は、より大きなＥ
Ｌディスプレイを形成するように一緒に結合されたタイルとして動作するいくつかの個別
のディスプレイないし複数の行および列ドライブ回路を有するディスプレイを形成するこ
とである。そのようなタイル状ディスプレイは従来技術において周知である。例えば、ニ
マーその他による、「ディスプレイ・システム」と題する米国特許第６９８０１８２号明
細書、及び、コックその他による、「タイル状ＯＬＥＤディスプレイ」と題する米国特許
出願公開第２００６／０１０８９１８号明細書がある。それぞれ、単一の行及び列ドライ
ブ回路を採用している単一のディスプレイを使用して得ることができる面積より大きな面
積を有するタイル状ディスプレイを提供するために複数の行及び列ドライブ回路を取り付
けることができる単一のディスプレイ基盤の形成を論じている。そのような方法は、タイ
ル間の非均質性の主たる原因を除去し、複数のＥＬタイルを、均質な発光層を被覆するこ
とによって形成することを可能にする。各行ドライブ回路が、最終的なタイル状ディスプ
レイ中の列電極のサブセットだけに信号を供給するので、そのような構成は、パッシブ・
マトリクスＥＬディスプレイにおいて有益である。そのようなディスプレイのキャパシタ
ンスが充電および放電を行われなければならない回数が、駆動されるラインの数に比例し
ており、一度に１つのラインのパッシブ・マトリクス駆動方法を使うときにそのようなデ
ィスプレイに消費される電力は、およそ駆動されるライン数の二乗により増加するので、
そのような方法は、ドライバがディスプレイにおける全ライン数の半分を駆動することを
可能とし、したがって、ディスプレイの電源消費を顕著に減らすことができ、また、妥当
な電力消費があるディスプレイのサイズを２，３倍に増加させることが可能となる。これ
らの開示は、パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイのタイリングと、複数ライン駆動法
の組合せを議論していない。フライドホフとフェランは、「高開口率ピクセルを有する光
発生ディスプレイ」と題する米国特許第６５０９９４１号、および、「整列タイルを有す
る光発生高開口率ディスプレイ」と題する米国特許第６８５３４１１号において、他のタ
イル状ＥＬディスプレイについて論じた。
【０００６】
　タイル状ディスプレイの１つの問題は、入力画像信号１２２が、典型的には、左上隅に
おけるデータポイントを出発して、順次、ディスプレイの各行のピクセルにデータを供給
するラスタ方式であり、そのようなディスプレイにストリームされるということである。
しかしながら、当該ディスプレイは、各タイルが、別々の行及び列ドライブ回路を有する
ので、より高水準コントローラが、この入力画像信号を、受信したそのままで、保存し、
その入力データを独立したブロックに分割し、つぎに、入力画像信号データの各々の独立
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したブロックを行及び列ドライブ回路に提供することが、典型的には必要である。各ブロ
ックが、各タイルの行および列ドライバに独立して分散している複数の、独立したブロッ
クに格納し再編成するためにプロセッサを用いることを論じている。
【０００７】
　人間の視覚システムが、隣接したタイルの間の境界の近くで起こる輝度あるいは人工的
な輝度エッジの変化にとても敏感であるので、そのようなディスプレイにおける大きな問
題のうちの１つが起こる。グリーン他による、「輝度訂正能力を有するタイル状フラット
パネル・ディスプレイ」と題された米国特許第５６６８５６９号、及び、「適合色特徴と
色補正能力を有する予め分類されたタイルから組み立てられるフラットパネル・ディスプ
レイ」と題された米国特許第６２９２１５７号において議論されるように、輝度の違いを
減らすためにタイルを分類することが知られている。さらに、グリーン他による「電子デ
ィスプレイにおける輝度の補正方法」と題された米国特許第６２７１８２５号に議論され
るように、入力画像信号を、隣接したタイルのエッジの境界における画像の色または輝度
の違いを減らすように調整することが知られている。これらの特許で議論された色と輝度
訂正方法において、ディスプレイを形成するタイルの各々の放射性能を記述するデータが
、この入力画像信号が各々の行及び列ドライバ回路に提供される前に、入力画像信号を調
節するために使用される。これらのアプローチが、隣接タイルの光学パフォーマンスの違
いだけを修正する点に注意する価値がある。これらの開示の範囲内で議論される実施形態
の行及び列ドライバ回路は、入力画像信号の個々のブロックに対して、各々が受信して、
応答するように、互いに独立に動作する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６９８０１８２号明細書
【特許文献２】米国特許第６５０９９４１号明細書
【特許文献３】米国特許第６８５３４１１号明細書
【特許文献４】米国特許第５６６８５６９号明細書
【特許文献５】米国特許第６２９２１５７号明細書
【特許文献６】米国特許第６２７１８２５号明細書
【特許文献７】米国特許第４７６９２９２号明細書
【特許文献８】米国特許第５０６１５６９号明細書
【特許文献９】米国特許第６８６１１５５号明細書
【特許文献１０】米国特許出願公開第２００６／０１０８９１８号明細書
【特許文献１１】米国特許出願第１０／６８０２２１号
【特許文献１２】米国特許出願第１０／３２０１９５号
【特許文献１３】米国特許出願第１１／２２６６２２号
【特許文献１４】米国特許出願第１１／７３７７８６号
【特許文献１５】国際公開第２００６／０３５２４６号パンフレット
【特許文献１６】国際公開第２００６／０３５２４８号パンフレット
【特許文献１７】国際公開第２００６／０６７５２０号パンフレット
【発明の概要】
【０００９】
　本願発明に従って、ａ）２つ以上のＥＬタイルであって、各ＥＬタイルは発光素子の行
及び列からなるアレイを含み、各発光素子は、行電極と列電極の直交アレイの間に挟まれ
た発光層から形成されており、該２つ以上のＥＬタイルの各々が、少なくとも１つの行ド
ライブ回路をさらに含む、ＥＬタイルと、ｂ）前記少なくとも１つの行ドライブ回路の各
々とともに、前記発光素子の各々から光の放射を制御するために、前記行電極と列電極と
の間の電子の流れを制御するように動作する少なくとも１つの列ドライブ回路と、また、
ｃ）入力画像信号を受信し、２つ以上のＥＬタイル中の発光素子の所定の数の行を同時に
照射するために前記行電極と列電極を通して電子の流れを制御するように、前記２つ以上
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のＥＬタイルの中の前記２つ以上のドライバに行ドライブ信号を同時に提供する、行ドラ
イブ回路と列ドライブ回路に結合された１以上のコントローラであって、前記２つのタイ
ルの間の境界が照射されることになっている場合に、１つのタイル中の発光素子の同時に
照射される行の数が、所定数より少ないことを第１の例外とする、コントローラと、を含
む、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイが提供される。
【００１０】
　パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイのためのタイリングと複数行ドライブ方式を利
用しようとすると、既存の複数行ドライブ方式は、隣接したタイルの間の境界において可
視な輝度アーチファクトを生じることが発見された。本願発明は、パッシブ・マトリクス
ＥＬディスプレイの複数行を駆動するための方法を、これらの可視のアーチファクトを導
入することなく、これら方法のそれぞれの長所の組み合わせを達成することができるため
の方法とともに利用することを可能とするものである。単一のドライブ回路、一度に単一
のラインを処理するパッシブ・マトリクス駆動方式より消費電力を少なくすることができ
、タイリングと複数行ドライブ方式の使用がより大きなパッシブ・マトリクスＥＬディス
プレイを生産するために用いることができるので、組合せることにより、さらにより大き
なパッシブ・マトリクスＥＬディスプレイを、許容できる電力消費で形成することが可能
になる。従って、本願発明は、タイリングあるいは複数行アドレス指定を単独で適用する
よりも、より高精度、より大型、そして、より価値あるパッシブ・マトリクスＥＬディス
プレイを、タイルの間の境界において好ましくない輝度アーチファクトを生じることなく
、可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本願発明の１つの実施形態によるタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレ
イの概略図である。
【図２】本願発明の１つの実施形態に役立つコントローラの概略図である。
【図３】単一の基盤の上の３つのＥＬタイルを含むタイル状パッシブ・マトリクスＥＬデ
ィスプレイの列の概略図である。
【図４】図３に表されるように、単一の基盤の上で形成される３つのＥＬタイルを使用し
ているディスプレイの概略図である。
【図５ａ】図３において線Ａ－Ａに沿った列の断面図である。
【図５ｂ】図３において線Ｂ－Ｂに沿った列の断面図である。
【図５ｃ】図３において線Ｃ－Ｃに沿った列の断面図である。
【図６】先行技術で議論された複数行アドレス指定を採用するタイル状パッシブ・マトリ
クスＥＬディスプレイのシミュレーションされたイメージである。
【図７】意図しない輝度トラフを示す図６におけるイメージの第１列の輝度トレースであ
る。
【図８】本願発明の１つの実施形態による複数行アドレス指定を採用する複数行アドレス
指定を採用するタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイのシミュレーションされ
たイメージである。
【図９】意図しない輝度トラフが存在しないことを示す図８におけるイメージの第１列の
輝度トレースである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　上の述べた必要性は、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイを提供すること
によって満たされ、パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイを駆動する複数行駆動方式を
使用する場合に生じる輝度エラーは、２以上の隣接したタイルの間の境界を渡って分散し
ており、及び、２以上の隣接したタイルの境界の近くに集中するのではなく、むしろ、発
光素子の複数の行に渡って共有される。これは、図１に示されるタイル状パッシブ・マト
リクスＥＬディスプレイを適用することによって達成することができる。そしてそれは２
つ以上のＥＬタイル２０、２２を含み、各々のＥＬタイル２０、２２は、発光素子３６の



(7) JP 2010-539551 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

行および列のアレイを含み、各々の発光素子３６は、それは、行３２および列３４電極の
直交アレイの間に挟まれている発光層から形成される。各々のＥＬタイル２０、２２は少
なくとも１つの行ドライブ回路２４、２６を更に含む。タイル状パッシブ・マトリクスＥ
Ｌディスプレイは、発光素子３６の各々から光の放射を制御するために、行電極と列電極
３２、３４との間の電子の流れを制御する各々のＥＬタイル２０、２２において、少なく
とも１つの行ドライブ回路２４、２６の各々と連動して動作するように、さらに少なくと
も列ドライブ回路２８、３０を含む。タイル状、パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイ
はさらに、入力画像信号４４を受信し、同時に所定数の行ドライブ信号を、２つ以上のＥ
Ｌタイル中の図１のグループ３８として描写される発光素子の所定の数の行を同時に照射
するために２つ以上のＥＬタイル２０、２２の中の２つ以上の行ドライブ回路２４、２６
に提供するための行２４、２６と列２８、３０ドライブ回路に結合した、１つ以上のコン
トローラ４２を含む。しかし、コントローラは、各フレームにおいて発光素子のこの所定
数の行を照射するが、２つのＥＬタイル２０、２２との境界５４が照射される場合には、
例外として、発光素子の行のグループ４０が表されたように、１つのタイル中の発光素子
の同時に照射される行の数が、所定数より少ない。
【００１３】
　「境界」という用語の用法を定義し、境界を照らすことが何を意味するのかを定義する
ことは、重要である。本明細書の開示において、「境界」５４とは、近隣のＥＬタイル２
０、２２の隣接したエッジ上にある２つの隣接した行電極の間の領域を言う。この境界５
４は、典型的には、近隣のＥＬタイルの隣接したエッジの上の２つの隣接した行電極の各
々が同時に光を発する時に、照射される。しかし、これらの２つの隣接した行電極が、境
界を照らすために、同時に光を発することは、厳密に要求されない。しかし、この照らさ
れる境界から最も遠い発光素子の行が、境界からの発光素子の行の所定数より少ないこと
が必要とされる。行電極のいかなるグループもエネルギーを与えられる時間間隔は、「フ
ィールド」と呼ばれる。従来のパッシブ・マトリクス駆動方法では、この時間間隔は、一
般的に、ディスプレイのＥＬ発光素子の静電容量をチャージするためのプレ充電時間、そ
の間、発光素子が発光するアクティブ時間、および、その間、発光素子の静電容量がディ
スチャージされるを含む。しかし、フィールドは、発光素子の行の１つのグループが照ら
される時と、発光素子の行の第２のグループが照らされ時との間の時間だけを含むことが
できる。
【００１４】
　本願発明のコントローラは、一般的に図２で示すように構成要素を含む。まず、コント
ローラは、入力画像信号４４を受信するための素子を含む。コントローラ４２は、少なく
とも一部の入力画像信号を保存するための入力バッファ６０を更に含む。典型的には、こ
の入力バッファ６０は、画像情報の１つのフレームの全体までを格納することができる。
コントローラ４２は、前処理ユニット６２を含むことができる。この前処理ユニット６２
は、例えば、隣接したＥＬタイル２０、２２の間で輝度出力の違いを補償するために、入
力画像信号４４を線形化することと、入力画像信号４４を修正することなど、いくつかの
潜在的画像操作を実行することができる。上で議論したように、そのような訂正は従来技
術で知られている。プログラム可能メモリユニット６４は、各々のＥＬユニットのパフォ
ーマンスに関する情報を格納するために利用でき、各ＥＬユニットは、隣接したＥＬタイ
ルの間の輝度出力の違いを修正する前処理ユニット６２を許容することを要求される。
【００１５】
　コントローラ４２は、複数の行電極を同時に駆動するのに適切な信号を形成するために
、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイの中における、前処理された入力画像
信号を変換するための処理ユニット６６を含む。これらの信号は、行及び列ドライバ回路
の両方を駆動する信号を含む。この処理ユニット６６は、行ドライブ値および、例えばシ
ャープニング・カーネルなどその他の情報を、この処理を容易にするために、プログラム
可能メモリから得ることができる。したがって、コントローラ４２内のこの処理ユニット
６６は、行及び列ドライバ回路へそれらを適用する前に、入力画像信号を処理する。この
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処理ユニット６６は、「パッシブ・マトリクス電界発光ディスプレイ・システム」と題さ
れた、２００７年４月２０日に出願された米国特許出願番号第１１／７３７７８６号、又
は、山崎その他による「画像ディスプレイ装置」と題された米国出願第１０／６８０２２
１号に記載されているように、複数行アドレス指定を容易にするために、シャープニング
などのようなステップを実行することができる。これらの各々は、引用によりここに組み
込まれる。交互に、処理ユニット６６は、例えばイメージ分解などの複数行アドレス指定
に適切な信号を作るための他の画像処理操作を実行することができる。スミス他は、以前
に、そのような画像分解方法を、「複数行アドレス指定方法と装置」と題されたＰＣＴ出
願ＷＯ２００６／０３５２４６に、記述した。
【００１６】
　コントローラ４２内の出力バッファ６８は、次に、処理されたデータを格納する。タイ
ミング生成器７０は、次に、タイミング信号を行ドライブ信号生成器７４とデータ・セレ
クタ７２に提供する。データ・セレクタ７２は、次に、出力バッファ６８からデータを得
て、それを列ドライブ回路２８と３０に提供する。同時に、行ドライブ信号生成器７４は
出力バッファ６８からデータを得て、それを行ドライブ回路２４と２６に提供する。これ
らの構成要素を適用して、コントローラ４２は、入力画像信号を得て、多様な駆動信号を
、本願発明によるディスプレイを駆動するために、行及び列ドライバ回路の両方に提供す
ることができる。
【００１７】
　典型的な実施形態において、コントローラ４２は、行ドライブ回路２４、２６と列ドラ
イブ回路２８、３０を、各々のＥＬタイル中の２列以上の発光素子のグループ３８、５６
を照射するために、２つ以上のＥＬタイル２０、２２の中に所定の数の行ドライブ信号が
提供されるように、制御する。ディスプレイのタイルの各々の中で発光素子の列のこのグ
ループが同時に活性化されることが望ましい。たとえば、ディスプレイの各々のタイルの
上から始めて、この所定の行数の発光素子を活性化することができる。続くフィールドに
おいて、所定の行数の発光素子の異なるグループが、各タイル内で活性化される。発光素
子の行のこの異なるグループは、例えば、１つの行を除いてすべての行が、発光素子の列
の最初のグループとオーバーラップすることができる。続くフィールドにおいて、発光素
子の行の新たなグループが、各タイルを下にスキャンするときに、単に１行オフセットし
て、各フィールドにおいて活性化することができる。交互に、次のグループを、次の２つ
のフィールド中の照射された発光素子の行の間でオーバーラップがないように、選ぶこと
ができる。あるいは、中間の程度のオーバーラップがあってもよい。ＥＬタイル２０、２
２の各々の最後の行電極が、最初に活性化されると、第１の例外が起こる。この間に、発
光素子の行のより小さなグループを、最初のタイル２０内で、照射することができ、これ
は、例外的に、前のフィールドから発光素子の最も上の行が、照射されないように、前の
グループとオーバーラップする。同時に、典型的には、第２のＥＬタイル２２における発
光素子の最初の行だけが、照射される。これは、発光素子の行のグループからの輝度が、
２つのタイル間の境界を横切って輝度を生じることを可能とし、したがって、この境界の
向こうに輝度を分散する。この例外において、最初の列ドライブ回路２８と第２の列ドラ
イブ回路３０とが、典型的には、正確に同一のドライブ値を最初のタイル２０の列電極と
第２のタイル２２の列電極とに提供することが重要である。発光素子のアクティブな行は
、２つのタイル２０、２２の間の境界をブリッジするのではあるが、これは、発光素子の
行の単一の連続するグループと考えてもよい。したがって、グループがタイルの範囲内で
完全に含まれるとき、ディスプレイは、発光素子３８、５６、各々のタイルで１つ、の複
数のグループを一般的に活性化し、しかし、グループが２つの隣接したタイルの間の境界
をブリッジする場合はいつも、発光素子の行の１つのグループだけを活性化すると見ても
よい。このようにドライブされるとき、２つのＥＬタイルを含むディスプレイ上で同時に
照射される発光素子の行の数の合計は、境界が照射される行ドライブ信号の所定の数と等
しい。例えば、２つの隣接したタイルの間の境界をブリッジするグループは、グループ５
８の発光素子の行を含むことができる。いかなるタイルでも１つの境界だけが、典型的に
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は、１度に照射されることに留意する。したがって、３番目のタイルがタイル２２の下に
ある場合には、タイル２０と２２の間の境界５４を１つのセットのフィールドで照射する
ことができる。しかし、次に、別々のセットでのフィールドでは、タイル２２と第３のタ
イル（図示せず）の間の境界を照射する。次に、境界の照射が、発光素子の行のグループ
が、最初のタイルから第２のタイルまでスキャンされるのにしたがって、進行する。
【００１８】
　典型的には、そのようなディスプレイにおいて、ディスプレイの最も上の行電極３２に
よってドライブされる発光素子の最も上の行と、ディスプレイの最も下の行電極１８によ
ってドライブされる発光素子の一番下の行の上に完全な画像情報を描画することが望まし
いので、第２の例外も起こる。図１で示すように、少なくとも２つのＥＬタイル２０、２
２の間で境界５４を有している少なくとも２つのＥＬタイルが存在し、そして、さらに、
２つのタイル２０、２２の各々は、境界の反対側にエッジ１４、１６を有することに留意
する。各タイルの対向するエッジを同時に照射する場合には、ＥＬタイルのうちの少なく
とも１つの中の２つ以上の行ドライブ回路に提供される行ドライブ信号の数は、１つのタ
イル内の所定の数より小さい。この間、境界を照射しているときに、同時に光を生じる発
光素子の行の数は、いかなるタイル内でも、行電極と平行であるタイルのエッジに隣接し
てない発光要素の行を照射しているときより少ない。
【００１９】
　前の実施例において、各々のタイル内の少なくとも１つの発光素子は、各々のフィール
ドにおいて、光を放射するために制御されることに留意する価値がある。発光素子の行の
グループが行電極と平行であるタイルのエッジに隣接してないときには、所定の行数の発
光素子は、一般的に、ＥＬタイルの各々の中で、アクティブである。各タイル内の発光素
子の行のグループが、行電極と平行であるタイルのエッジに隣接しているときには、より
少ない発光素子の行が、照射される。しかし、各タイルの発光素子のいくつかが、各フィ
ールドにおいて、アクティブであるという事実は、重要である。それが画像を形成するた
めに示されなければならないフィールドの数を減らして、望ましい照度を生じるのに要求
される電流は、要求されるフィールドの数に比例しており、また、ディスプレイの電源消
費は、一般的に、要求されるフィールドの数の二乗に比例しているからである。したがっ
て、各々のタイル内の少なくとも１つの発光素子が、各フィールドにおいて、光を放射す
るために制御されるという事実は、ディスプレイの電源消費を減らす。
【００２０】
　本発明の望ましい実施形態において、行ドライブ回路と行ドライブ回路の両方は、行電
極のいかなるグループ３８内でも、異なる駆動信号を行電極に提供する。多重、同時に制
御される行電極と１つの列電極との交差によって規定された同時に照射された発光素子の
どんなグループでも、異なる輝度レベルを有する。したがって、複数の行電極と単一の列
電極の交差に対応する同時に活性化された発光素子のグループ内の発光素子の輝度レベル
は、グループ内の他の発光素子より明るい。
【００２１】
　図１で示すように、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、１つのコント
ローラを含む。このことは、全体システムのコストを下げるために、望ましいことが多い
。しかし、これは、必須ではない。各々のタイルまたはタイルのサブセットは、各々、自
分自身のコントローラを有することができる。しかし、これらの実施形態において、入力
画像信号を付加的なコントローラに提供する前に、入力画像信号を、バッファリングし、
パーシングするための１つのコントローラに提供することが重要である。そのようなシス
テムにおいて、各タイルまたはタイルのサブセットのコントローラがディスプレイ全体的
の中でのタイルの空間的位置に対応する入力画像信号の部分を知るだけでなく、コントロ
ーラは、隣接タイル内の境界の近傍の発光素子の空間的位置に対応する入力画像信号の部
分をも知らなければならないということが、また、重要である。そのようなシステムにお
いて、本発明に従って、適切に境界を照射するために、どの所与のタイルのコントローラ
でも、隣接タイル内の境界の近傍の発光素子の空間的位置に対応する情報を使うことがで
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きる。
【００２２】
　別々の基盤上にタイル２０、２２を形成することも、一つずつ製造、または、単一の基
盤上にタイル２０、２２を形成することも可能である、一般に、個々のＥＬタイルを形成
するのに用いることができるコーティング・プロセスにおいて、ばらつきがしばしば存在
するので、単一の基盤上に、２つ以上のタイルの少なくとも部分を形成することが望まし
い。このばらつきが、隣接タイルの輝度の違いを生じることがあり得、この違いを、可視
なアーチファクトとタイル境界を回避するために、どうにかして補償しなければならない
。その上、タイルが別々の基盤の上に形成される場合には、最終的なディスプレイにこれ
らのタイル組み立てる前に、個々のタイルをカプセル化することが有効であり得る。その
ようなカプセル化プロセスは、典型的には、タイルのエッジにアクセスすることを必要と
し、これは、近隣の発光素子の間の距離を、タイル境界においてどんなタイル内の近隣の
発光素子よりも遠くに離して押してしまうことが多い。単一の基盤上に複数のタイルを形
成することにより、また、この問題を解決することができる。
【００２３】
　単一の基盤上での複数のタイルの形成は、複数の方法で達成できる。図３は、複数のＥ
Ｌタイルを有するディスプレイを形成するための基盤の部分を表す。さらにこの構造の理
解を助けるために、この構造を採用しているディスプレイの３つの断面図を、図５ａ、５
ｂ、５ｃに示す。各々の島は、ドライブ接続か金属タイル・コネクタのうちの１つだけに
、電気的に接続している。この図で示すように、この１つの列において、１１６、１１８
と１２０を含むＩＴＯの３つの島が、形成される、図示したように、ＩＴＯの島１１６は
、ドライブ回路の接続１０４に電気的に接続しているように、そして、絶縁層１１２、１
１４から、金属タイル・コネクタ１０８、１１０から電気的に絶縁されるように形成され
るＩＴＯの島１１８は、金属タイル・コネクタ１１０と電気的接触しているが、絶縁層１
１２によって金属タイル・コネクタ１０８から絶縁されている。図３に示される列の中に
留まるようにパターン化されているので、ＩＴＯの島の各々は、他の列から電気的に絶縁
されていることに留意する。この図に示されていないが、電子発光層が、次に、この基盤
の上に形成され、そして、行電極のアレイが、ＩＴＯの島１１６、１１８、１２０の各々
の上にパターン化される。パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、典型的にボトム放
射ディスプレイとして形成されて、ガラス基板を通して光を放射することに留意する。し
たがって、金属層の存在は、ユーザーが見ることができる発光素子の領域を減らす。しか
し、パッシブ・マトリクス・ディスプレイは、典型的には、どんな列の発光素子のサブセ
ットでも、いかなる時点でもアクティブであるように、設計される。また、したがって、
発光素子の列を駆動するのに要求される電流は、比較的小さい。さらに、金属は、ＩＴＯ
より１００倍のオーダーの伝導性があり、典型的には、パッシブ・マトリクス・ディスプ
レイの列電極を形成するのに用いられる。したがって、金属タイル・コネクタ１０８、１
１０は、ピクセル領域中のＩＴＯよりかなり狭くてもよい。たとえば、これらの金属タイ
ル・コネクタは、２つの隣接する発光素子の間の可視のエッジの間の分離の１０分の１以
下であり得る。
【００２４】
　図３に示されるようなタイル状構成を使用するディスプレイは、図４で示すように、入
力画像信号を受信して、行及び列ドライバ回路を制御するための信号を発生させるコント
ローラ１２４と、列ドライブ回路１２６と、また、複数の行ドライブ回路１２８、１３０
、１３２とを含むことができる。しかし、ディスプレイは、３つのタイルを、ＩＴＯの島
１１６、１１８、１２０として含む。各々の島は、独立してアドレス指定可能な列電極と
して動作し、また、複数の、独立してアドレス指定可能な行電極１３６は、これらのアド
レス指定可能な列電極に対して直交して形成される。そして、最終的なディスプレイ１３
４は、行電極と列電極の独立のグループによってアドレス指定される発光素子の３つの別
々のタイル１３８、１４０、１４２を含む。図４で示すように、３つのタイル１３８、１
４０、１４２の各々は、ディスプレイ１３４と同じくらい広く、ＩＴＯの島１１６、１１
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８と１２０と同じくらいの高さである。
【００２５】
　図３と図４を見ると、列ドライブ回路は、つぎに、ディスプレイの一方に付けられるだ
けで、３つのタイルを有するタイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイを、単一つ
の列ドライブ回路１２６で駆動されることを可能とすることが重要である。この構成にお
いて、類似した電極レイアウトを使用するが、列ドライブ回路をタイル状パッシブ・マト
リクスＥＬディスプレイの上部と下部に付けることによって、さらに大きなディスプレイ
を形成することさえ可能である。そのような構成において、図３で示すように、同じ構成
において金属タイル・コネクタ１０８、１１０を使用して、ディスプレイは、６つの垂直
に配置されたタイルを有するように拡大することができる。さらに、これらの金属タイル
・コネクタ１０８、１１０と絶縁層１１２、１１４は、これらの各々の数に関係なく、共
通のパターニング・ステップにおいてそれぞれパターン化することができる。付加的な金
属タイル・コネクタを形成することによって、更なるタイルを形成することが可能である
ことに、さらに留意することができる。図３は、列のどちらか１つのエッジ上のそのよう
な金属タイル・コネクタを表すが、基盤ごとのタイルの数を更に増加し、２つまたはさら
に多くの金属タイル・コネクタを、列のどちらのエッジの上にでも含むことができる。
【００２６】
　図３に示されるディスプレイの横断面は、図５ａ、５ｂと５ｃで示される。図５ａは、
Ａ－Ａにおける断面図を示す。この図で示すように、この構造は、２つの金属タイル・コ
ネクタ１５２、１５４が蒸着される基盤に始まる。典型的には、基盤上全体に金属層を付
着させ、次に、金属のこれらの線以外をすべて削除するために、フォトリソグラフィを適
用して、これらを蒸着する。この最初のタイルの範囲内で、これらの金属タイル・コネク
タ１５２、１５４のいずれも、電流を列電極へ供給することはない。そして、絶縁層１５
６は、これらの金属タイル・コネクタの上に蒸着される。再度、この絶縁層は、例えば蒸
着またはスパッタリングなどのコーティング方法を使用して、シートとして蒸着される可
能性が高い。この層は、図示したように、フォトリソグラフィを使ってパターン化するこ
とができる。しかし、基盤全体を覆うように残すことができる。ＩＴＯ層１５８は、次に
、蒸着され、典型的には、フォトリソグラフィを使用して、島を形成するためにパターン
化される。この層は、列電極として機能する。電子発光層１６０は、次に、それから少な
くともＩＴＯ層１５８の上に蒸着される。最後に、金属層１６２が、行電極を形成するた
めに適用される。このセグメントの中には示されないが、他の構造も、他の分割線におい
て形成することができる。たとえば、柱構造を、行電極と平行して形成することができる
。それは、別々の行ラインを形成するために、金属層１６２内で分離を生じるのに十分高
い。そのような柱構造は、パッシブ・マトリクス有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディス
プレイの製造において、共通に適用され、周知の技術である。
【００２７】
　図５ｂは、図３に示すデバイス構造の分割線Ｂ－Ｂにおける横断面を示す。この図は、
図５ａの断面図と非常に類似している。しかし、２つの顕著な違いがある。最初に、絶縁
層１５６は、金属タイル・コネクタ１５４の上から取り除かれていることに留意する。第
２に、ＩＴＯ層１５８は、金属タイル・コネクタ１５４上の広がり、したがって、この金
属タイル・コネクタとＩＴＯの島１１８の間の電気的接続を可能とする。そのように、図
３の金属タイル・コネクタ１１０上に提供される駆動信号は、このタイル内の列電極に対
する駆動信号として働く。
【００２８】
　図５ｃは、図３に示すデバイス構造の分割線Ｃ－Ｃにおける横断面を示す。この位置に
おいて、図３の第３のＩＴＯの島１２０が、他のどの金属タイル・コネクタにでなくも金
属タイル・コネクタ１０８に接続していることが重要である。図５ｃで示すように、この
領域中の１つの金属タイル・コネクタ１５２のみを蒸着して、全ての絶縁層１５６を取り
除くことにより、これを達成することができる。最後に、ＩＴＯ層１５８は、金属タイル
・コネクタ１５２と電気的接触するように形成することができる。



(12) JP 2010-539551 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

【００２９】
　大部分のディスプレイでは、上で記述されたものに加えて、他の画像処理も実行されな
ければならないことに留意する必要がある。例えば、米国特許出願第１０／３２０１９５
号に記載されたＲＧＢＷ発光素子のアレイを採用しているディスプレイでは、前処理装置
６２が、ＲＧＢ入力画像信号を受信し、ディスプレイ輝度の狙いを定めるために、ＲＧＢ
入力画像信号を線形化し、線形化したＲＧＢ入力画像信号を線形化ＲＧＢＷ入力信号に変
えるのに有利である。
【００３０】
　本発明の実施形態において、コントローラ４２は、典型的には、１つ以上のデジタルプ
ロセッサである。このコントローラ４２は、専用装置として形成することができ、あるい
は、ディスプレイを使用するデバイス内の他のデジタルプロセッサに埋め込むことも可能
である。
【００３１】
　行及び列ドライバ回路は、一般的には、コントローラ４２からデジタル信号を受信し、
この信号を行電極３２と列電極３４に沿って、発光素子３６の各々を通る電子の流れを制
御することに適切であるアナログ電圧または電流信号に変換するためのいくつかの方法を
採用する。望ましい実施形態において、行ドライブ回路または列ドライブ回路は、時間－
多重化信号を提供し、一方で、他のドライブ回路が、各々の電極に沿って電流を単に活性
化するか、非活性化する能力を提供する。他の望ましい実施形態において、行ドライブ回
路または列ドライブ回路のうちの少なくとも１つは、行電極または列電極の各々を通した
電圧または電流の流れのアナログコントロールを提供する。
【００３２】
　タイル状、パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、一対の電極の間でアドレス指定
可能な要素の二次元アレイを形成するのに用いられることができるどんなＥＬディスプレ
イであってもよい。これらのデバイスは、純粋に有機小分子または高分子材料を採用した
電子発光層１６０を含むことができる。タング他に１９８８年９月６日に発行された米国
特許第４７６９２９２号、及び、バンスライク他に１９９１年１０月２９日に発行された
米国特許第５０６１５６９号を含む先行技術に記載されているように、典型的には、有機
ホール輸送、有機発光、有機電子トランスポート層を含むものである。電子発光層１６０
は、典型的には、バウェンディ他に２００５年３月１日に発行された米国特許第６８６１
１５５号に記載された発光層など無機の発光層と組み合わせた有機ホール輸送及び電子輸
送層を含む有機、無機材料の組合せから、交互に形成されることができる。交互に、電子
発光層１６０は、例えば、「量子ドット発光レイヤー」と題され、２００５年９月１４日
に出願された出願中の米国特許出願第１１／２２６６２２号に記述されるデバイスなど、
完全に無機材料から形成することができる。
【００３３】
　ディスプレイは、行電極と列電極をさらに使用することができ、それは材料のアレイか
ら形成される。行電極は、典型的には、列電極が金属から典型的に形成されるよりも、多
くの同時に点火されるより発光要素へ電流を運ぶ。一般的な既知の適用された金属電極３
２、３４、と、本願発明の金属タイル・コネクタ１０８、１１０は、典型的には、銀また
はアルミニウムから形成されるが、例えば銅など他の導電性金属から形成することもでき
る。電極がカソードとして機能するときには、これらの金属は、低仕事関数金属と合金を
つくることができ、あるいは、低仕事関数電子注入層と組み合わせて使用することができ
る。行電極または列電極のうちの少なくとも１つは、透明または半透明の材料から形成し
なければならない。適切な電極は、ＩＴＯとＩＺＯのような金属酸化物または、例えば銀
の薄膜層など非常に薄い金属を含む。これらの電極の抵抗率を低下させるために、付加的
な不透明な伝導性バスバーを、これらの電極と電気的接触させて形成することができる。
【００３４】
　基盤はまた、多くの種類の材料から形成することもできる。透過的又は半透明の電極を
基盤上で直接形成する場合には、基盤が、例えば、ガラスまたは透明なプラスチックなど
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透過的材料から形成されることが望ましいが、さもなければ、基盤は、透明又は不透明で
あることも可能である。ここに示されてはいないが、そのようなディスプレイは、一般的
に、機械的な、酸素と湿気からの保護のための付加的層を含む。この種の保護を提供する
方法は、周知の技術である。また、この開示の範囲内で示されないものは、例えば、基盤
から最も遠い電極のパターン化を可能とする、パッシブ・マトリクスＯＬＥＤディスプレ
イの製造に、共通して使用される柱構造などの機械的な構造である。
【００３５】
　本発明は、具体的にはＥＬディスプレイを議論したものではあるが、本発明の方法は、
代替的ディスプレイテクノロジーを用いて有効に使用することができる。典型的には、大
部分の発光型表示技術おいてそうであるように、電界放出または表面伝導－電子エミッタ
ー・ディスプレイを含む、特に、電流を要求するいかなるディスプレイテクノロジーでも
、本発明の態様から利益を得ることができる。この発明は、同時に複数の行電極の複数の
グループを駆動する能力が、本発明にいて議論されたように、ディスプレイの容量の充電
および放電を行うことに関連した損失を減らすので、オンからオフへ個々の発光素子をサ
イクルさせるときに、容量性損失を提供するのに十分薄いセルを有するディスプレイ技術
においてさらにより大きな利益となる。この発明の範囲内で容量性損失は、ピークの瞬間
的な電流として減らされ、したがって、望ましい輝度をいかなる発光素子からでも作り出
すことを要求されるいかなるコンデンサのピークの瞬間的な電圧が、減らされる。各々の
発光素子が、記述されたように、複数ラインの複数のグループが駆動されない場合に可能
であるより長い間、光を放射することができるからである。
【００３６】
　本発明のインパクトを例示するために、以下の実施例が提供される。
【００３７】
　［実施例１：比較］
　この例において、２つのタイル２０、２２を有しているディスプレイであって、各タイ
ルが１２０の行電極３２と、２４０の列電極３４を有しているものを考える。さらに、各
タイルが、自分自身の行ドライブ回路と列ドライブ回路を有すると仮定する。さらに、各
タイルは、自分自身のコントローラ４２を有し、各コントローラは、それが制御するタイ
ル２０、２２内の発光素子３６の空間位置と一致する入力画像信号４４の部分だけを受信
する。したがって、２つのコントローラは、隣接したタイル内の発光素子の空間的位置に
対応する入力画像信号で起こる入力画像信号における輝度の変化に反応することができな
い。この設計は、入力画像信号がパーシングされ、表示のために各々のタイルに送給され
る先行技術の実施形態と整合している。
【００３８】
　入力画像信号４４は、白いバックグランド上に、２つのダークグレイのバーを描画する
ための情報を含む。ダークグレイのバーは、各々、テキストの行を含み、第２のダークグ
レイのバーは、２つの隣接したＥＬタイルの間の境界の下部のちょうど２、３の行から開
始する。したがって、２つのタイル２０、２２の間の境界５４に非常に近くで、突然の輝
度変化が起こる。この例において、２つのコントローラの各々の演算処理装置は、複数ラ
インアドレスＥＬディスプレイ上の表示に入力画像信号を提供する処理工程の間、入力画
像信号４４をシャープニングすると仮定する。次に、行及び列ドライバ回路は、一度に複
数行電極を活性化することによって、この処理された入力画像信号を一度に一行を表示す
ると仮定する。この実施例において、シャープニング・ステップは、各々のコントローラ
によって別々に完了され、要素－１、２、１、－２、０、－１８、－９、－１８、－２、
１、２－１を含む１５要素のカーネルを入力画像信号に適用する。次に、画像が、行ドラ
イブ回路は、同時に各々９つの行電極を活性化し、９つの行電極の各々の中を流れる電流
を、０．１６、０．３２、０．５２、０．２００、０．４００、０．２００、０．０５２
、０．０３２、０．１６、の割合にするように表示される。このようにして、ディスプレ
イは、９つの行を一度に、画像を描く。さらに、正確に９つの行電極が、すべてのフィー
ルドにおいて、各々のタイル内でアクティブであり、したがって、この実施形態は、本発
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明の第１の例外を使用しない。各画像の適切な部分が、同時に各タイルの中に描かれると
仮定する。
【００３９】
　結果として生じる画像が、図６に示される。この画像は、最初の部分１７０を含み、こ
れは、最初のタイルおよび第２の部分１７２の上で描画される。第２の部分１７２は、第
２のタイルの上で描画されるものである。先行技術におけるシステムは、隣接タイルの内
容についての知識なしで、２つのタイルの上で入力画像信号の情報を、独立して描画する
ので、誤った輝度のライン１７４が、２つのタイルの間の境界の近傍で描画される。表示
状況と画像内容によっては、この意図しないラインなどのアーチファクトは、全く好まし
くないものであり得る。さらにこのエラーを例示するために、図７に、ディスプレイの最
初の列に沿った輝度のトレースを表す。理想的には、輝度は、垂直画素番号０から４０ま
でずっと低いレベルで均一であるべきであり、次に、垂直画素番号４１から２４０までず
っと高いレベルで均一であるべきである。しかし、この図が示すように、輝度のトレース
は、意図しない輝度のトラフ１７６を有し、それは２つのタイルの間の境界の近傍にある
ものである。この輝度のトラフは、意図しない輝度のばらつきを形成し、したがって、２
つのタイルの間の境界の近傍にアーチファクトを形成する。
【００４０】
　［実施例２：発明性］
　この例において、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイが、本発明の実施形
態に従ってつくられる。それは、２つのＥＬタイルを含み、各ＥＬタイルが、発光素子の
１２０の行と２４０の列のアレイを含み、各発光素子は、行電極と列電極の直交アレイの
間に挟まれた発光層から形成されており、タイル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレ
イは、各タイルの発光素子の各々から光の放射を制御するために、各タイル内の行電極と
列電極との間の電子の流れを制御する少なくとも１つの行及び列ドライバ回路を含む。タ
イル状パッシブ・マトリクスＥＬディスプレイは、さらに、入力画像信号を受信し、同時
に所定数の行ドライブ信号を、２つ以上のＥＬタイル中の２つ以上の行ドライブ回路に提
供するための行及び列ドライバ回路に連結した１つのコントローラを含むと仮定する。前
記２つのタイルの間の境界が照射されることになっている場合に、行ドライブ信号の数が
、１つのタイル内において、所定数より少ないことを第１の例外とする。
【００４１】
　したがって、このディスプレイは、前の実施例のディスプレイと類似しており、各タイ
ルが、隣接したＥＬタイル内の発光素子の空間的位置に対応する入力画像信号に依存する
方法で駆動されることを例外として有する。さらに、しばしば、画像の部分が、前の実施
例の場合のように、すべてのフィールドにおいて各独立したＥＬタイル中に９つのアクテ
ィブな行電極を有することとは対照的に、フィールドのサブセットの２つのタイルの間の
９つのアクティブな行電極を共有することによって表示される。同時に駆動されるアクテ
ィブな行の数が、２つのタイルの間の境界が照射されるときには、どのタイル内でも、も
っと少ないことを除いて、同じシャープニングと行駆動のスキームである。
【００４２】
　結果として生じる画像が、図８に示される。この画像は、最初のタイルの上に描画され
る最初の部分１８０と、第２のタイルの上で描画される第２の部分１８２とを含む。なお
、最上部の白いフィールドの輝度は、比較の実施例に存在したアーチファクトが、本発明
のこの実施形態の中に存在しないように、境界１８４において均一である。輝度アーチフ
ァクトが存在しないことをさらに示すために、図９に、ディスプレイの最初の列に沿った
輝度のトレースを示す。理想的には、輝度は、垂直画素番号０から４０までずっと低いレ
ベルで均一であるべきであり、次に、垂直画素番号４１から２４０までずっと高いレベル
で均一であるべきである。この図が示すように、輝度は、垂直画素番号のおよそ４０から
少なくとも２３０までの間で均一である。したがって、図７に存在した意図しない輝度の
トラフは、この実施形態においては、２つのタイルの間の境界の位置１８６の近傍には存
在しない。
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【符号の説明】
【００４３】
　１４　　境界の反対側のエッジ
　１６　　境界の反対側のエッジ
　１８　　下部の行電極
　２０　　ＥＬタイル
　２２　　ＥＬタイル
　２４　　行ドライブ回路
　２６　　行ドライブ回路
　２８　　列ドライブ回路
　２８　　列ドライブ回路
　３２　　行電極
　３４　　列電極
　３６　　発光要素
　３８　　発光素子の２つ以上の行のグループ
　４０　　発光素子のグループ
　４２　　コントローラ
　４４　　入力画像信号
　５４　　境界
　５６　　発光素子の２つ以上の行のグループ
　５８　　隣接したタイル間の境界をブリッジするグループ
　６０　　入力バッファ
　６２　　前処理ユニット
　６４　　プログラム可能メモリユニット
　６６　　処理ユニット
　６８　　出力バッファ
　７０　　タイミング生成器
　７２　　データ・セレクタ
　７４　　行ドライブ信号生成器
　１００　　基盤
　１０２　　ドライブ回路の接続
　１０４　　ドライブ回路の接続
　１０６　　ドライブ回路の接続
　１０８　　金属タイル・コネクタ
　１１０　　金属タイル・コネクタ
　１１２　　絶縁層
　１１４　　絶縁層
　１１６　　ＩＴＯの島
　１１８　　ＩＴＯの島
　１２０　　ＩＴＯの島
　１２２　　入力画像信号
　１２４　　コントローラ
　１２６　　列ドライブ回路
　１２８　　行ドライブ回路
　１３０　　行ドライブ回路
　１３２　　行ドライブ回路
　１３４　　ディスプレイ
　１３６　　行電極
　１３８　　ＥＬタイル
　１４０　　ＥＬタイル
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　１４２　　ＥＬタイル
　１５０　　基盤
　１５２　　金属タイル・コネクタ
　１５４　　金属タイル・コネクタ
　１５６　　絶縁層
　１５８　　ＩＴＯ層
　１６０　　電子発光層
　１６２　　金属層
　１７０　　最初の部分
　１７２　　第２の部分
　１７４　　ライン・アーチファクト
　１７６　　意図しない輝度のトラフ
　１８０　　最初の部分
　１８２　　第２の部分
　１８４　　境界
　１８６　　境界の位置

【図１】 【図２】
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